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４
月
26
日
、
第
１
常
任
委
員
会
は
、
地

域
振
興
部
か
ら
、
お
茶
の
間
ト
ー
ク
の
市

民
周
知
や
平
成
28
年
度
市
民
満
足
度
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
、
市
民
農
園
の
開
設
状
況

な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
農
園
は
、
昭
和
63
年
か
ら
開
設
さ

れ
た
事
業
で
、
５
月
３
日
か
ら
10
月
31
日

ま
で
、
東
雲
町
３
丁
目
（
芳
賀
氏
圃
場
）

で
開
設
を
予
定
。
１
区
画
２
５
０
０
〜

６
千
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
留
萌
港
三
泊
地
区
環
境
整
備
事

業
の
整
備
概
要
に
つ
い
て
石
炭
運
搬
時
の

落
下
防
止
の
対
策
強
化
へ
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

特
に
運
搬
業
者
へ
の
啓
発
通
知
、
臨
港

道
路
内
に
移
動
式
ゴ
ム
製
ハ
ン
プ
の
設
置

や
石
炭
運
搬
車
両
等
監
視
用
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
、
違
反
の
抑
止
を
図
る
こ
と

　

４
月
27
日
の
第
２
常
任
委
員
会
に
お
い

て
、
市
民
健
康
部
か
ら
「
留
萌
市
地
域
福

祉
計
画
（
平
成
29
〜
34
年
度
）」
策
定
の

概
要
（
素
案
）
と
「
留
萌
市
健
康
づ
く
り

計
画
」（
平
成
29
〜
38
年
度
）
策
定
の
概

要
（
素
案
）
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
公
衆
浴
場
（
浪
華
湯
）

の
現
状
と
市
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
市
内
最
後
の
銭
湯
が
５
月
末

で
廃
業
さ
れ
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
今
後

の
動
向
を
懸
念
。
各
委
員
か
ら
、
自
宅
風

呂
の
有
無
や
市
民
の
衛
生
面
の
市
の
対
応

策
に
つ
い
て
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

留
萌
市
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
留
萌
高

校
・
留
萌
千
望
高
校
の
統
合
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
29
年
度
末
に
両
校
の
閉
校
、
留

萌
千
望
高
校
の
校
舎
を
整
備
し
た
新
設
校

が
開
校
す
る
こ
と
が
北
海
道
教
育
委
員
会

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
市
環
境
部
か
ら
は
、
27
年
度
除
雪
対

策
に
つ
い
て
、
船
場
公
園
の
供
用
開
始
、

春
の「
留
萌
の
街
を
き
れ
い
に
す
る
週
間
」

の
実
施
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

５
月
24
日
の
常
任
委
員
会
は
、
第
２
回

定
例
会
に
提
案
さ
れ
る
補
正
予
算
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

（
道
教
委
）か
ら
提
示
さ
れ
ま
し
た
。市
長
、

教
育
長
が
道
教
委
に
対
し
教
育
環
境
へ
の

配
慮
を
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

留
萌
市
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
計
画（
仮
称
）

の
策
定
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
活
用
推
進
事
業

の
現
状
と
潮
静
小
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
等
施
設
の
建
て

替
え
に
係
る
検
討
組
織
と
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
機
器
更
新
計
画
の
28
年
度
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

市
立
病
院
か
ら
は
、
27
年
度
の
プ
チ
検

診
の
実
績
に
つ
い
て
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の

受
診
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。５
月
26
日
の
常
任
委
員
会
は
、

第
２
回
定
例
会
に
提
案
さ
れ
る
補
正
予
算

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

第
１
常
任
委
員
会
か
ら
の
報
告

第
２
常
任
委
員
会
か
ら
の
報
告

▲車両に付着した石炭などを振動で振る　
　い落とすための移動式ゴム製ハンプ

▲市民が気軽に利用できる市民農園

▲平成30年度から留萌千望高校を整備
　し新設校として開校

▲簡単な申し込みの「プチ検診」により
　ピロリ菌検査などの受診が可能

▲イベントでにぎわう船場公園

※参加のお申し込みは不要です
※託児室をご用意しています
託児を希望される方は、前日（８日）
までに議会事務局（☎42-1907）へ
ご連絡ください

あなたの声をお聴かせください

とき

ところ

「市民と議会の意見交換会」を
開催します

8月9日火
留萌市保健福祉センターはーとふる

18:30～

（2階 多目的ホール）
留萌市五十嵐町1丁目

留萌市第６次総合計画の策定に向けて

かずの子条例制定に向けて

減り続ける
人口…

今後10年間の留萌について一緒に話し合ってみませんか？

まちなか
賑わい創出

テーマ 1

テーマ 2
　5月5日が「かずの子の日」に認定されました。かずの子
生産日本一を誇る地元留萌として、新たな消費拡大を促進
するために、さまざまなカタチで応援しましょう。

子育て支援

留萌市議会議員
提案による、新
しい条例制定に
向けた委員会が
発足しました。
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設
ま
で
は
遠
く
、
公
共
交
通
機
関

が
な
い
。

　

市
の
公
衆
浴
場
（
銭
湯
）
確
保
、

市
民
の
入
浴
機
会
確
保
の
た
め
の

取
り
組
み
、
対
策
の
現
状
は
ど
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
。
入
浴

の
機
会
を
失
っ
て
困
っ
て
い
る
市

民
の
救
済
を
ど
う
す
る
の
か
を
伺

い
た
い
。

答
二　

３
月
に
廃
業
の
情
報
を
得

た
後
、
関
係
者
と
面
談
し
た
。

　

市
で
は
、
公
衆
浴
場
の
経
営
の

安
定
と
合
理
化
を
促
進
し
、
そ
の

保
護
を
図
る
と
と
も
に
市
民
の
保

健
衛
生
の
向
上
を
期
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
設
備
整
備
事
業
補
助

金
を
平
成
７
年
度
に
創
設
し
、
公

衆
浴
場
の
確
保
に
努
め
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
利
用
客
の
減

少
や
燃
料
代
の
高
騰
に
よ
る
経
営

上
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
補

　
　
　

公
衆
浴
場
の
確
保
は
国
・

地
方
自
治
体
、
留
萌
市
の
責
任

　

公
衆
浴
場
は
、
市
民
が
健
康
で

文
化
的
な
生
活
を
過
ご
す
上
で
欠

か
せ
な
い
施
設
。
自
宅
に
風
呂
が

な
い
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

家
に
風
呂
が
あ
っ
て
も
銭
湯
に
入

浴
し
つ
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
、
ま
た
、
高
齢
化
と

と
も
に
一
人
暮
ら
し
が
増
え
る
社

会
に
あ
っ
て
は
、
閉
じ
こ
も
り
に

な
ら
な
い
た
め
に
も
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　

市
内
唯
一
の
銭
湯
が
５
月
末
日

を
も
っ
て
廃
業
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
市
民
の
安
心
と
安
全
、
健
康

に
責
任
を
持
つ
行
政
機
関
と
し
て

放
置
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。

　

国
が
、「
公
衆
浴
場
の
確
保
に

関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
、
国
と

都
道
府
県
、
市
町
村
に
公
衆
浴
場

確
保
の
た
め
の
責
任
を
課
せ
て
い

る
こ
と
は
重
要
。

　

市
民
の
入
浴
の
機
会
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
市
民
が
日
々
衛
生
的

で
健
康
な
暮
ら
し
を
送
る
上
で
欠

か
せ
な
い
課
題
。
市
内
の
温
泉
施

助
は
あ
る
が
施
設
設
備
の
整
備
に

充
て
る
資
金
を
捻
出
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
公
衆
浴
場
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
か
ら
市
と
し
て
は
、
新
た
な
公

衆
浴
場
の
確
保
は
公
営
民
営
を
問

わ
ず
、
運
営
費
や
利
用
者
数
を
考

慮
し
た
場
合
、
非
常
に
厳
し
い
も

の
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

内
唯
一
の
温
泉
施
設
へ
の
利
用
の

啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

問
一　

留
萌
高
校
と
留
萌
千
望
高

校
の
統
合

　

留
萌
高
校
と
留
萌
千
望
高
校
が

平
成
29
年
度
末
に
閉
校
し
、
新
設

校
開
校
に
向
け
た
計
画
が
北
海
道

教
育
委
員
会
（
道
教
委
）
か
ら
提

示
さ
れ
た
。
市
長
や
教
育
長
が
道

教
委
を
訪
問
し
、
校
舎
整
備
や
教

育
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
地
元
要
望

の
話
を
し
て
い
る
が
内
容
を
伺
い

た
い
。

　

ま
た
、
新
設
校
校
舎
は
留
萌
千

望
高
校
校
舎
を
使
用
す
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
る
が
、
留
萌
高
校
校

舎
利
活
用
を
含
め
た
地
元
へ
の
情

報
提
供
の
動
き
は
ど
う
な
る
の

か
。

答
一　

道
教
委
へ
出
向
き
、
新
校

舎
と
な
る
留
萌
千
望
高
校
の
改
修

に
つ
い
て
要
望
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
情
報
提
供
を
依
頼
。
今
月
中
に

道
教
委
の
説
明
会
開
催
を
確
認
し

た
。

　

留
萌
高
校
校
舎
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
道
教
委
か
ら
の
情
報
は
な

い
。
今
後
、
北
海
道
の
利
活
用
の

方
策
が
な
い
場
合
、
市
全
体
で
利

活
用
を
検
討
し
方
策
が
あ
る
場
合

は
、
北
海
道
か
ら
譲
渡
さ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。

問
二　

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
と
ま
ち
の
姿

　

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
の
留
萌
ー
増
毛
間

（
16
・
７
キ
ロ
）
が
12
月
４
日
の

最
終
運
行
を
も
っ
て
廃
止
が
決
定

し
た
。
廃
止
同
意
に
係
る
Ｊ
Ｒ
か

ら
示
さ
れ
た
条
件
に
対
す
る
市
の

対
応
を
伺
い
た
い
。
特
に
地
域
振

興
の
た
め
の
整
備
事
業
に
つ
い
て

内
容
を
聞
き
た
い
。

　

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
の
留
萌
ー
深
川
間

は
、
廃
線
し
て
は
い
け
な
い
。
生

活
路
線
で
あ
る
重
要
性
を
考
え
、

沿
線
自
治
体
と
の
連
携
し
た
協

議
・
検
討
が
重
要
。
経
過
と
今
後

の
動
き
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
二　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
無
償
譲

渡
さ
れ
る
鉄
道
用
地
や
付
帯
排
水

設
備
、
橋
り
ょ
う
な
ど
安
全
性
を

調
査
す
る
。
結
果
に
基
づ
き
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
負
担
で
撤
去
す
る
な

ど
、
安
全
対
策
を
実
施
す
る
。

　

鉄
道
用
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
安
全
性
の
確
認
調
査
を
踏
ま

え
、
水
道
事
業
も
含
め
て
検
討
し

た
い
。

　

持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形

成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、
今
後
も
沿
線
自
治
体
や
関

係
機
関
と
連
携
し
て
情
報
共
有
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
一
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事

業
に
つ
い
て

携
事
業
を
実
施
し
、
漁
業
経
営
の

安
定
化
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

技
術
開
発
や
地
域
経
済
全
般
に
わ

た
る
波
及
効
果
を
期
待
し
て
い

る
。

問
二　

専
門
的
な
人
材
確
保
に
つ

い
て

　

各
大
学
と
の
産
学
官
連
携
に
よ

る
共
同
事
業
の
実
施
に
よ
り
得
ら

れ
た
技
術
を
生
か
す
た
め
、
実
践

的
に
運
用
可
能
な
専
門
的
人
材
の

確
保
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

大
学
生
が
随
行
し
、
地
域
漁
業

者
と
共
に
技
術
開
発
に
向
け
た
問

　
　
　

産
学
官
連
携
に
つ
い
て

　

市
に
お
け
る
漁
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
海
獣
に
よ
る
漁
獲
物
被

害
や
魚
食
離
れ
に
よ
る
消
費
低

迷
、
さ
ら
に
漁
獲
量
の
年
変
動
が

大
き
い
。
ま
た
、
安
定
な
漁
業
経

営
が
見
込
め
な
い
な
ど
、
よ
り
一

層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
、
安
定
的
な
漁

業
経
営
を
目
指
す
た
め
、
東
海
大

学
や
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
と

の
産
学
官
連
携
で
は
ど
の
よ
う
な

成
果
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
一　

東
海
大
学
と
は
、
磯
焼
け

対
策
や
増
養
殖
試
験
に
取
り
組

み
、
大
学
所
有
船
に
よ
る
海
洋
実

習
な
ど
も
実
施
し
て
き
た
。

　

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
と
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
た
ナ
マ
コ

資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
連

題
点
や
解
決
策
を
共
有
し
、
留
萌

へ
の
関
心
を
深
め
て
き
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、

地
元
高
校
生
の
両
大
学
へ
の
進

学
、
市
内
へ
の
就
業
の
サ
イ
ク
ル

の
構
築
が
人
口
減
対
策
も
含
め
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

答
二　

水
産
業
振
興
、地
域
振
興
、

人
口
減
少
対
策
に
お
け
る
人
材
確

保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
専
門
的
な
人
材
確
保
に

向
け
、大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、

地
元
水
産
業
の
安
定
化
や
高
所
得

化
を
図
る
な
ど
魅
力
あ
る
も
の
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

大
学
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化

し
、
地
域
優
先
枠
の
確
保
な
ど
、

地
元
の
高
校
生
が
進
学
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
大
学
側
と
研
究
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　

市
の
高
齢
者
福
祉
に
つ
い

て
　

市
に
は
、
高
齢
者
の
総
合
相
談

窓
口
と
も
い
う
べ
き
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
高
齢
者
の
方
が
寝
た
き
り
な

ど
の
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
運
動
教
室
の
開
催
や
適

切
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
、
高
齢
者

の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
専
門
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
指
導
や
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
利
用
お
よ
び
相
談
件
数

と
、高
齢
化
が
進
む
社
会
状
況
で
、

今
後
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

高
齢
者
が
高
齢
者
の
介
護
を
行
う

「
老
老
介
護
」
お
よ
び
認
知
症
の

方
が
認
知
症
の
方
の
介
護
を
行
う

「
認
認
介
護
」
の
実
状
な
ど
に
つ

い
て
お
伺
い
す
る
。

答
一　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
平
成
27
年
度
の
相
談
件
数

は
１
５
２
５
件
で
、
来
所
面
接
や

電
話
、
訪
問
に
よ
り
受
付
し
、
そ

れ
ぞ
れ
適
正
に
対
応
を
実
施
。
主

な
相
談
内
容
は
、
高
齢
化
に
よ
る

身
体
機
能
の
低
下
な
ど
か
ら
生
ず

る
生
活
へ
の
不
安
、
認
知
面
が
低

下
し
た
方
に
対
す
る
同
居
の
家
族

や
近
隣
住
民
、
関
係
機
関
か
ら
の

支
援
依
頼
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
「
老
老
介
護
」
に
つ
い
て
は
、

第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
の
策
定
の
際
に
実

施
し
た
26
年
６
月
の
留
萌
市
介
護

保
険
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
一
人
暮

ら
し
は
20
・
３
％
、
家
族
な
ど
と

の
同
居
が
77
％
、
う
ち
配
偶
者
と

の
同
居
が
75
・
６
％
と
多
数
を
占

め
る
こ
と
か
ら
、
配
偶
者
と
２
人

で
暮
ら
し
て
い
る
高
齢
者
世
帯
が

多
い
と
推
察
す
る
。

　
「
認
認
介
護
」
に
つ
い
て
は
、

認
知
症
は
医
学
的
判
断
と
な
る
こ

と
か
ら
、
認
知
症
の
診
断
を
受
け

た
市
民
の
情
報
を
全
て
市
が
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
実

状
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
民
生
児
童
委
員
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
、
町

内
会
の
協
力
を
得
て
、
実
態
の
把

握
に
努
め
、
次
期
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

平
成
28
年 

第
２
回
定
例
会

米
倉
　
靖
夫
　
議
員（

無
会
派
）

問
一

答
一

問
一

答
一
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問
二

答
二笠

原
　
昌
史
　
議
員（

民
進
党
）

▲

坂
本
　
　
茂
　
議
員（

無
会
派
）

問
一

答
一

▲コミュニケーションの場としても
　大切な役割を担う公衆浴場

村
山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

▲ＪＲ留萌線終着の増毛駅

問
一

答
一

問
二

答
二

▲海洋実習に取り組む東海大学生

戸
水
美
保
子
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

問
一

高齢者の暮らしをサポートするた
めの相談窓口「市地域包括支援セ
ンター」
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向
け
た
研
究
を
、
開
拓
な
ど
と
並

行
し
な
が
ら
付
加
価
値
の
高
い
生

産
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

今
後
は
、
近
隣
を
含
む
留
萌
地

域
に
合
っ
た
農
水
産
品
を
活
用

し
、
商
品
化
が
可
能
な
も
の
に
つ

い
て
、
国
や
道
の
助
成
制
度
の
活

用
も
含
め
て
製
造
技
術
や
機
械
設

備
を
研
究
し
た
い
。
地
方
創
生
推

進
交
付
金
の
活
用
も
含
め
、
市
民

か
ら
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
い
な
が

ら
、
６
次
産
業
化
の
促
進
や
地
場

産
業
の
振
興
を
図
り
た
い
。

問
二　

銭
湯
の
設
置
に
つ
い
て

　

市
内
で
最
後
の
銭
湯
事
業
者
が

５
月
末
で
廃
業
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
利
用
者
か
ら
「
大
変
困
っ
て
い

る
」
と
い
う
声
を
多
く
聞
い
て
い

る
。
風
呂
は
、
公
衆
衛
生
の
上
で

必
要
不
可
欠
な
生
活
イ
ン
フ
ラ
だ

　

昨
年
、
国
に
交
付
金
申
請
し
た

も
の
の
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
「
低

利
用
魚
等
の
商
品
開
発
研
究
に
よ

る
『
稼
ぐ
力
』
強
化
事
業
」
に
つ

い
て
、
加
工
す
る
対
象
や
作
る
製

品
を
拡
大
し
、
発
展
的
に
組
み
直

す
考
え
が
な
い
か
伺
い
た
い
。

　

留
萌
市
総
合
戦
略
の
柱
で
あ
る

「
魅
力
や
り
が
い
留
萌
地
域
総
合

戦
略
」
の
農
林
水
産
業
の
振
興
方

策
と
し
て
、
近
隣
市
町
村
を
含
め

た
広
域
的
な
取
り
組
み
と
し
て
幅

広
い
年
齢
層
の
知
恵
を
集
め
、
６

次
産
業
化
や
産
業
振
興
を
図
る
取

り
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
地
方

創
生
推
進
交
付
金
事
業
を
活
用
し

た
戦
略
と
し
て
は
ど
う
か
。

　

答
一
現
在
、
減
圧
乾
燥
機
を
活

用
し
た
乾
燥
野
菜
な
ど
の
商
品
開

発
に
向
け
た
試
験
や
研
究
、
養
液

栽
培
技
術
を
用
い
た
通
年
栽
培
に

が
、
ま
ち
な
か
に
小
規
模
な
銭
湯

の
設
置
や
建
設
の
考
え
が
な
い
か

伺
い
た
い
。

答
二　

過
去
に
道
内
で
銭
湯
が
な

く
な
り
、
温
泉
施
設
を
ま
ち
な
か

に
建
設
し
た
自
治
体
が
あ
っ
た

が
、
利
用
者
の
減
少
な
ど
で
運
営

状
況
は
厳
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

新
た
な
銭
湯
施
設
の
建
設
は
公

営
・
民
営
を
問
わ
ず
厳
し
く
、
市

内
唯
一
の
温
泉
施
設
の
利
用
を
啓

発
し
た
い
。
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留萌消防組合議会からの報告 留萌南部衛生組合議会からの報告

　第２回臨時会を平成28年６月30日に開催
しました。本臨時会では、「平成28年度留萌
消防組合補正予算（第１号）」「動産の取得に
ついて（水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型）」、新
制定条例である「留萌消防組合行政不服審査
会条例制定について」「北海道町村議会議員
公務災害補償等組合規約の変更について」「北
海道市町村総合事務組合規約の変更につい
て」の５件を審議し、可決しました。
　また、臨時会開会前に開催された28年第
２回留萌消防組合全員協議会では、留萌消防
組合議会行政視察行程の説明を議会事務局か
ら受けました。
　留萌消防組合議会行政視察は、組合議会の
４年間の２年目に実施し、７月21日、22日
の両日、道北地方の稚内地区消防事務組合、
南宗谷消防組合において、女性消防吏員の登
用、消防団の装備品の整備状況などについて
視察しました。
　当組合議会では、留萌消防組合の女性消防
吏員の登用の参考とし、常時消防の充実に努
めていきます。

　留萌南部衛生組合（留萌市・増毛町・小平町）
は、し尿処理、火葬場、一般廃棄物に関する
共同処理を行っています。６つの施設があり、
その１つ「有害鳥獣焼却施設」は小平町の生
ごみ施設と隣接し、有害鳥獣焼却炉（工事費
約2,830万円）が設置されています。平成26
年４月に供用開始されました。
　３市町指定の有害鳥獣は、留萌市はエゾシ
カ、アライグマ、増毛町はエゾシカ、カラス、
アライグマ、ネズミ、小平町はエゾシカ、ア
ライグマとなっており、その他、道路などで
死亡した動物（エゾシカ、キツネ、タヌキ、
カラス、ネコなど）が焼却されています。
　26年度の有害鳥獣焼却実績は、留萌市134

地方創生及び総合計画に関する特別委員会からの報告

　「地方創生及び総合計画に関する特別委員会」
では、第１分科会、第２分科会に分かれ、第５
次総合計画の検証を行ってきました。
　検証作業を経たなかで出された課題・問題点
をもっと大きな視点で集約し、第６次総合計画
の基本構想に反映させるため、５月27日、特
別委員長より議長に要望書を提出。同日、議長
から市長に対し「第６次留萌市総合計画（基本
構想）の策定に関する要望書」を第５次計画の
検証調書を添えて提出しました。
　特に第５次総合計画の基本構想を単に踏襲す
ることなく、これまでの経緯や人口減少対策、
６次産業化を含む農・林・漁・水産・商工連携
による経済の活性化と新たな地域間交流を含め
たにぎわいの創出など、政策課題を踏まえた新
たな取り組みが必要です。

　また、財政健全化中の負のイメージを払拭し、
より分かりやすく、市民、団体、企業や行政な
どが共有の認識で連携を図り、一丸となってマ
チづくりに取り組める指針となるよう、持続可
能な自治体の実現に向けた計画の策定について
強く要望しました。
　今後は、第６次総合計画の調査研究、審査を
第４回定例会（12月）を目途に進めていきます。

　

留
萌
市
議
会
で
は
、
市
民
参

加
の
推
進
に
よ
り
、「
わ
か
り

や
す
く
・
開
か
れ
た
」
議
会
の

実
現
に
向
け
て
議
会
の
あ
り
方

な
ど
を
明
文
化
し
た
「
議
会
基

本
条
例
」
を
平
成
26
年
10
月
１

日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。
議

会
運
営
委
員
会
で
は
、常
に「
市

民
の
代
表
」
と
し
て
議
会
の
あ

り
方
を
追
求
し
、
時
代
に
即
し

た
内
容
の
条
例
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、
年
度
の
検
証
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

条
例
の
主
な
内
容
と
し
て
、

「
議
会
・
議
員
の
活
動
原
則
」「
市

民
参
加
、
議
決
事
件
の
拡
大
」

「
政
策
立
案
及
び
提
言
」「
予
算

の
確
保
」「
政
治
倫
理
」「
危

機
管
理
」「
検
証
及
び
見
直
し
」

な
ど
の
25
条
に
及
び
ま
す
。

　

27
年
度
の
主
な
検
証
結
果
と

し
て
は
、
市
民
意
見
把
握
・
市

政
反
映
と
し
て
請
願
や
陳
情
の

処
理
手
順
な
ど
の
公
平
性
と
透

明
性
を
図
る
た
め
、「
留
萌
市

議
会
請
願
及
び
陳
情
取
扱
要

綱
」
を
27
年
６
月
に
制
定
し
、

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
第
６
条
関
係

の
市
民
参
加
の
機
会
の
提
供

は
、
27
年
11
月
に
市
内
６
カ
所

で
、「
市
民
と
議
会
の
意
見
交

換
会
」
を
開
催
し
、
議
会
活
動

報
告
と
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課

題
を
把
握
す
る
た
め
に
意
見
交

換
を
行
い
、
一
定
の
成
果
を
得

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
定
数
の
検
討
に

つ
い
て
は
、
過
去
の
議
論
の
経

過
や
今
後
に
つ
い
て
、
議
長
に

申
し
入
れ
を
行
い
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
で
２
回
目
と
な
る
検
証

を
当
委
員
会
で
検
討
し
た
こ
と

に
よ
り
、
こ
の
条
例
の
大
き
な

柱
で
あ
る「
議
員
の
資
質
向
上
」

を
進
め
る
こ
と
が
議
員
の
政
策

立
案
能
力
を
高
め
、
広
い
視
野

で
市
民
の
福
祉
向
上
を
目
指
す

活
動
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
今
後
も
議
会
の
一
層
の

充
実
と
活
性
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

議
会
基
本
条
例
の
検
証
に
つ
い
て

　留萌市議会では、６月７
日開催の第２回留萌市議会
定例会において、４月 14
日から連続して発生した熊
本県および大分県で地震に
より、犠牲となった方への
黙祷を捧げ、被災地の一日
も早い復興を願いました。
　また、留萌市議会議員で
構成される留萌市議会議員
会では、被災者の方々への
支援として、６月９日、九
州市議会議長会を通じ、義
援金20万円を送りました。
　いまだ余震とはいえない
規模の地震が続いています
が、一刻も早い地震の収束
を願うとともに、今なお避
難生活を余儀なくされてい
る被災者の方に心よりお見
舞い申し上げます。

▲60年間、市民に愛された「浪華湯」

答
一

問
二

答
二

熊本地震災害への
義援金を送りました

▲要望書を市に提出する特別委員会のメンバー

頭、 増 毛 町45
頭、小平町234
頭で、ほとんど
がエゾシカでし
た。道路などで
死 亡 し た 動 物
200頭が焼却さ
れました。

▲小平町に設置されている有害
鳥獣焼却炉
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　平成28年第２回定例会が９日間の会期で開催され、平成28年度の一般会計補正予算及び各特別
会計補正予算を含む議案５件、報告７件、意見書６件などを審議しました。

こんなことが決まりました
平成28年第２回定例会　６月７日～15日

　議会では、市民の皆さ

んに身近で大切な多くの

議案を話し合っていま

す。

　この市議会だよりは、

議会の活動などを、少し

でも市民の皆さんに知っ

ていただきたいという

思いから、議員自らが

執筆、編集しています。

　限られたスペースでは

ありますが、市政や議会

に関心を持っていただけ

るよう、分かりやすい誌

面づくりを心がけ、今

後も議会広報の向上と

充実に努めて参ります。

　留萌市議会のホーム

ページにも、多くの議会

の活動をお知らせしてい

ますので、併せてご覧い

ただけば幸いです。（笠）

編集後記

平成27年度 留萌市議会議員出席状況　平成27年５月１日～ 28年３月31日　※平成27年度は改選期に当たるため５月からの公表となります

※（公）は公の用件による欠席
※（病）は入院などによる欠席
※（監）は監査による欠席
※（―）は出席対象外の会議
※委員会は開催状況により出席回数が

異なります
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均会 議 ・ 委 員 会 名 日数
定 例 会 18 18 18 18 14 18 18 18 18 14 18 18 18 18 18 18 18
臨 時 会 4 3 4 4 4 4 3 4 4 3 4 4 4 4 4 4 4

特 別 委 員 会
予算審査 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
決算審査 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 ― 3

議 会 運 営 委 員 会 35 ― ― ― ― 34 34 33 ― 24 35 33 35 ― 33
（病 1）

32
（監 1） 34

常 任 委 員 会

第１ 14 13 14 ― 12
（病 1） ― 14 11 13 14 ― ― ― ― ― ― 14

第２ 20 ― ― 18 ― 18 ― ― ― ― 18 20 20 20 19
（病 1） 20 ―

広報 14 14 ― 14 8 ― 14 13 ― ― 14 ― ― ― 13
（病 1）

12
（監 2） ―

地方創生及び総合計画に
関 す る 特 別 委 員 会

特別委員会 20 18 19 18 14
（病 1） 20 20 16 16 10 20 20 18

（公 2） 20
17
（病 3）

17
（監 2）

19
（公 1）

第１分科会 2 2 2 ― 2 ― 2 2 2 1 ― ― ― ― ― ― 2

第２分科会 5 ― ― 5 ― 5 ― ― ― ― 5 5 4
（公 1） 5 5 5 ―

全 員 協 議 会 15 13 15 13 13
（病1） 15 14 14 15 10 15 15 15 14 14

（病 1） 13 15

委 員 会 名 日数 構成委員
四 役 会 議 11 正副議長（野崎・村上）　議会運営委員会正副委員長（燕・川口）
委 員 長 会 議 3 正副議長（野崎・村上）　各委員会委員長（燕・野呂・村山・鵜城・珍田）

各 派 代 表 者 会 議 24
正副議長（野崎・村上）　議会運営委員会委員長（燕）
会派代表（珍田・小野・戸水・坂本守正）

留 萌 線 検 討 対 策 会 議 12 正副座長（野崎・村上）会派代表（土田・小野・戸水・坂本守正・米倉）
危 機 対 策 会 議 1 全議員
北海道後期高齢者医療広域連合議会議員 ３ 村上
留 萌 市 監 査 委 員 31 坂本守正
南 部 衛 生 組 合 議 会・ 協 議 会 13 議長（村山）・笠原・鵜城・戸水
消 防 組 合 議 会・ 協 議 会 8 議長（野呂）・澤井・米倉・小野・坂本茂
消 防 組 合 議 会 監 査 委 員 10 坂本茂

　議案など議会で審議される事項（事件）の有無に
かかわらず、定期的に市長より招集される議会で、
留萌市では条例で年４回と定めています。
◆臨時会
　定例会のほかに、臨時に会議を行う必要がある場
合、必要な特定の事件に限り、随時市長より招集さ
れる議会のことをいいます。

　市の事務に関する調査や議案、請願・陳情などの
審査を行うために、条例で常設する委員会です。留
萌市では第１、第２、広報の３つの委員会が設置さ
れ、議員は少なくとも１つの常任委員会に所属して
います。所管より事前に配布される資料を読み込み
質問事項などを整理し委員会に臨んでいます。

◆特別委員会
　常任委員会のほかに、特定の問題を審査するため
に必要に応じて設置される委員会で、基本的に全議
員で構成されます。
◆議会運営委員会
　議会運営の全般について協議し、意見などの調整
を図るために設けられている委員会です。審議の期
間や順番、議案や質問の取扱いなどの議会の運営や
会議規則、委員会条例などに関する協議、調査、審
査を行います。また、議会基本条例の検証や見直し
も行っています。
◆全員協議会
　全議員が、将来審議される問題
などの事案について、報告・協議
するための会議です。
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　【議　　案】
・平成28年度留萌市一般会計補正予算（第１号）
・平成28年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
・平成28年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
・平成28年度留萌市下水道事業特別会計補正予算（第１号） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
・留萌市教育委員会委員の任命について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 同　　意
　【報　　告】
・留萌市土地開発公社の平成27年度決算に関する書類及び平成28年度事業計画に関する書類の提出について
・平成28年度留萌市繰越明許費繰越計算書について　　 　 ほか５件 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 　　　
　【意見書案】
・ＴＰＰ協定大筋合意に関する意見書
・次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関する意見書
・骨髄移植ドナーに対する支援の充実に関する意見書　　　ほか３件 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決

了

　留萌市議会の新しい動きとして、６月22日、留萌市議会会議規則に基
づき議長が指名した議員８人で構成する「かずの子条例制定検討委員会」
が発足しました。かずの子条例は、カズノコの生産量日本一を誇る留萌の

　留萌市議会では、将来を担う若
い 世 代 の 皆 さ ん が 政 治 に 関 心 を
持 っ て も ら え る よ う、 市 内 の ２
つの高校の協力をいただき、留萌
市 議 会 が 発 行 す る「 議 会 か わ ら
版」を両校に掲示設置しています。
　私たちが住むマチのことや日本の
将来のことを身近に考えることがで
きる機会となることを期待します。

ＰＲと、消費拡大につなげる狙いがあり、
市内の学校給食の食材として積極的に利
用すること、消費拡大に向けた行政や業
界の役割などを明記する方向です。
　検討委員会では、10月以降の議会で
議員提案を目指して、行政や業界と協議
を進めています。

▲

かずの子条例制定検討委員会が発足

選挙権は
18歳から

市民や業界などと協議を行い条例
制定を目指す

◆定例会

◆常任委員会


